





　2007年 3月から 7月までの約 5ヶ月間、中国留学を控えた学部 2年生と 3
年生の有志 5名に対して個人的に中国語作文の指導を行った。参加者は毎週 1























として、「読者にどのくらい通じるか」 （理解度 comprehensibility） という角度か
ら調査を行い、以下の点について考察を加えることにした。
1） 日本人学生の誤りを含んだ作文は読者にどの程度理解されるか。
2）  理解度の低い誤り （すなわち優先的に訂正を必要とする誤り） とはどのような
誤りか。
2.  誤りに関する先行研究の状況
















を一律に訂正の対象とするのではなく、誤りの重みづけ （error gravity） を行お
うとする動きが出てきた。その代表的なものには Burt and Kiparsky （1972, 





　近年では宮田他 （2001） が、英語の生徒作文 150編を 6人のネイティブスピー










分析”の研究が 70年代からすでに行われていた （魯 1992）。その研究は、外国
人学習者の言語資料の中から経験的に頻出かつ重要であると思われる誤りの
パターンを任意に抽出し、それに対する分析を加えるという形で行われること























　上記 5人の学生が書いた作文 48編の中から 3篇を選び出し、それを中国語
母語の読者 10人に依頼して、中国語による全文書き換えを行ってもらった。













　調査に使った作文素材は 3編 （以下 S1、S2、S3とする）、計 1016文字、42文







　作文を書いたのは早稲田大学文学部の 3年生 2名、国際教養学部の 2年生 1
名で、学習開始時期は 3名とも大学入学以降、うち 2名は 1ヶ月程度の短期




た。結果、2名とも誤りがないと判断したのは 42文中 7文 （16.7％） で、残り















 理解できない （書き換え文なし）　　   3.4％ （29/42文 *20人 =840文）
日本人学習者の中国語作文は通じるか （齊藤）　〔121〕
 書き換え文はあるが誤解された文　20.3％ （171 /42文 *20人 =840文）













CH1 （6人） CH2 （4人） JA1 （6人） JA2 （4人）
×   6.0% （5/84）   5.4% （3/56）   8.3% （7/84）   0%    （0/56）
S1 △ 24.8% （20/84） 42.6% （24/56） 10.7% （9/84） 16.1% （9/56）
14文 * 人数 ○ 70.2% （59/84） 51.8% （29/56） 76.1% （64/84） 83.1% （47/56）
×   5.1% （4/78）   5.8% （3/52）   3.8% （3/78）   1.9% （1/52）
S2 △ 17%    （13/78） 21.1% （11/52） 12.8% （10/78） 26.9% （14/52）
13文 * 人数 ○ 78.2% （61/78） 73.0% （38/52） 83.3% （65/78） 71.1% （37/52）
×   1.1% （1/90）   6.7% （4/60）   0%    （0/90）   0%    （0/60）
S3 △ 17.8% （16/90） 15.0% （9/60） 24.4% （22/90） 23.3% （14/60）
15文 * 人数 ○ 81.1% （73/90） 78.3% （47/60） 75.6% （68/90） 76.7% （46/60）
×   4.0% （10/252）   4.8% （8/168）   4.0% （10/252）   0.6% （1/168）
計 △ 19.4% （49/252） 26.2% （44/168） 16.3% （41/252） 22.0% （37/168）








































　というように 「いつ決めるのか」 もしくは 「いつ始めるのか」 としたものが
ほとんどだった。本人メモには 「就職活動っていつごろまで続くのだろう？」
とあり、JA は 8人がその意味で読んでいる。
　この場合、JA の 8人が理解できた原因としては （1） この直後に続く“现在 4
月……”の文により、4月なのですでに就職活動が始まっているという背景知
識が利用できた （2） 「まで」 ＝“到”と覚えているため、“到什么时候”をそ
のまま 「いつまで」 と直訳して理解した （つまり書き手と同じ文法的誤りを犯し
た）、という 2つの可能性が考えられる。これに対して、CH のほうは （1） 4
月にはすでに就職活動が始まっているという背景知識がない （2）“到什么时候









S1-4 “现在 4月，有的人已经决定工作了。（CH4JA 9）
　本人メモによれば 「今はもう四月だから、就職が決まった人も出てきている




とした CH が大半だった。また、書き手の意識としては 「もう 4月」 なのだ
が、大学生の就職活動スケジュールを知らないと思われる読者の中には“现在











































































































































































































「動詞の否定は“不”と習った」 → 「“有”は動詞」 → 「“不有”」 のような誤り
日本人学習者の中国語作文は通じるか （齊藤）　〔131〕
である。ある研究では、中級以上のレベルでは母語干渉によるミスよりも過剰
般化によるミスのほうが多いとの指摘もされている （垣田他 （1983） の中で紹
介）。





















者の不快度に影響するというもの （垣田他 （1983） の中で紹介）。
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